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羊齒類ノー 大群をしだ 屬 1111 _ . 

(II ほし だ區 〔Go e g - . II . cyeloscrus 〕 脈ハ 結合シ .Nervatio Gouiopt'eridis ヲナス (圖 中ノ 2 、ほし ^) 

二囊堆 一 I 包 摸 ヲ缺クモノ 

. X 

n みやまわらび區 〔 sect . HI . phegopteris 〕=» レヲ特立/一屬トナセ，人モアッ 
⑴葉脈全ク游離セグモノ 

ィみやまわらび亞區 〔 a . Euphegopteris 〕 囊堆ハ圓形ナリ(圖中ノ 3、みぞしだ咚どき) 

レみぞしだ亞區> Leptoglma 〕 囊堆ハ線形ナリ(圖中ノ 4、み^し，た) 

⑼葉脈連結スグ乇ノ 

(- かぅもらしだ亞區 〔 r . Menisci —〕 囊堆、ノ脈ノ連結セル所ニアリコレヨリ脈上'一沿フタ稍長形 
■ナリ(圖中ノ 5、かぅも-〇し•た) 

此他二脈ハほし、た區ノ如クニシ_グ囊堆裸出セグモノ00110-¥2.8〕、又：脈ハ前者ノ如ク-1.シ._グみど 
しだ區ノ如キ囊堆ヲ有スルモノ 〔 stegnogramma 〕 アリ共二本邦二產セ.ズ 
上述 ノ 分類法 ハ主トシテ葉脈、囊堆ノ形狀 、包 膜ノ 有無-! ヨレルモノデ決シーグ自然 的ノ モノデンナイ從來幾多 
ノ方法ハアルケレドモ何レ韦耍點ヲ脈、囊堆-1取ッタモノデ不自然ナルヲ免レナイ然グーー c . CHSSTENSEN 氏 
ハ 毛茸、 鱗片ノ有無及 ビ 構造 ヲ基トシテ Eudryopteris , 8 ^ 日 & 0 ^ 舀 «- 9 2 & ^- Lastr 罗 

pteris , Cyclosorus , Leptogramma , Goniopteris , Meuiscium ノ十亞屬二分ッタ是レ最モ自然的ノ分頃法デア，卜同 
氏ノ信ズ A 所 デアル 其方法 ハ 甞テ 大正 元年十月 發行ノ 植物 學雜誌第二 十六 卷第三百 十號. 11抄譯シテ置イタ カラ 
玆ニハ再錄ヲ省ク、兎11角をしだ屬ハのきのしぶ屬卜共1一最モ尨大ナ 〆 一屬デ アルカラ 未ダ種々 ノ 問題ガ潜ン 
デ居，コト デア p ク次一一屬名ノ變遷ヲ述べ 〆 

Nephrodiu 日ナル屬名一一八二〇年 1 1 Riched 氏ガ建テタモノデエング ラ— ^自然分科全罾 1 1於，ブ USLS 氏 
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(原圖) 




2 



之レヲ採用シタ即チをし*た屬ノ屬名トシテ近來 
マデ最モ人口.二膾炙シタモノデア，一九〇六年 
二 Christensen 氏■ハ世界ノ羊齒類名彙ナル Index 
Film ヲ公刊シ林娜氏以來ノ屬名、種名"異 
名、文獻、及ビ分布等ヲ擧ゲ以テ羊齒類稱呼ノ 
上ノ.一權威トナ ッタ 即チ該書.- 1 於テ Nuplllddimn 
ヲ捨テ PW UNTZE 氏ノ RevisioGenerum plant— 
al - j-um ( 一 891 ) 二從ヒ Dryopteris ノ名ヲ採用シ 
テ以來多ク V 人々 合羽然トシテ之 レ-一 從ッタ譯デ 
アル 元來此； Dryopteris ハー七三九年一一創メタ 
Amman 氏ガ作？シ名一ーテ ー七 六三年一ーレ ； danson 
氏ガ始テ屬名-一立テ タモノ デ アッテ Nephrodiu& 
ヨリ、ノ遙カーー古ィ而シテ此レ - 屬スべキ諸羊齒 
、ノ Diels 氏ノ用ヰタ 〆 Nephrodium 中/モノ 
ナルヲ以テ Nephrodiu 日ノ屬徵ハ 即チ oryopteris 
ノ屬徼デアルガ 其 名稱ハ最舊 ノ者ヲ 採用シク譯 
デ'アグ從來 Nephrodium ノ 意味モ種々一一 用 ヰ ラ 
レ テ居ッテー前 述ノ をしだ屬ノ 性質全部 ヲ具フ 
ルモノ、二 Hookee, Baker 兩氏ノ如ク包膜ヲ有 


羊齒類 ノー 大群をしだ屬 









羊齒類ノー.大群をしだ翳 



スル# ノノ ミヲ含 ム乇ノ 、又三極メタ狹キ意味-一限 ラレ タルモノニテ包膜ヲ有シ脈ガ游離セザル モノ 、ミ ヲ含 
ム モノヽ三通リガア，、此 (H) ノ 場合 ノ 狹義ノモノニ對立シテ脈ノ游離セルモノハ Lastrea ナル特立 ノ屬 ガ設ケ ' 
ラレタ故-一をし ^ ヲー例-一取レバ Nephrodium Eilix mas トモ JJPgerga Filix mas 卜.： モ呼バヘレタ 3 , 卜.ガア es. x . 
SWAETZ 氏ガー八〇一年二建テタ >8玄&1目卜云フ屬ハ創立當時ハ甚ダ廣イ意味デア>'ダ01岂8,011}1118层§| 
等諸氏ノ制限セ,意味ノ不規則網狀脈ヲ具へ栀形包膜ヲ有スル狹義ノ Aspldi— 卜後ノ Ne^roaiug,' Li-trea 一一 
入ルべキモノトヲ總テ包含シテ居ル無論今日デ>>狹義_1用ヰラレ^ノガ普通デアル試二を：しだ/學名ヲ：パ松村 
博士 ノ日本植物名彙、帝國植物名鑑、並二改訂植物名彙-ーヨッテ引イタ見ルト其屬各^ Aspidium, NepHrodium,. 
Drjopteris 卜順ヲ追フテ變遷シ テ‘居， コト. ガ見ラ レ ル、 FEANCH&, V:" SAVATIEK, Miquel , 〇&皆 
羊齒ヲ報吿シ タ モノ ハ 廣義ノ Aspidium ヲ用 4 タガ 今日 デ ハ 殆ド此 式ぐ 採 ラナイコトニ' ナッタ、.： 命以前 一 j. 溯〆 
林娜氏時代-ーナレパ polypodium Filix mus 卜呼バ レタ乇ノデ KV ル 林娜氏ハー七五三年, 一' pa- yp a-- c-nr 屬ヲ建え 

タノ ダガ其頃ハ羊齒ハ僮力十五屬 CEquisetum'onoclea, Ophioglossum, oiunda, Acrosi ; h&m^ 

Hemlopitis, Lonchitis, Asplenium, Polypodium, Adiantum, Triels 

時代デアッテ圓形ノ囊堆ヲ有スルモノ/何レモ；£>0130&118卜、ゾ今&:'/へ：ご科ノモ.ノマデモ人グ；1ズ居ッタ，一 
八〇六年-.02与>10^氏ガ.8711<:^»-^^§日ヲ書イタ時ハ三十八*-ド于..リー九〇.六年ノ，011111^圈^^氏/111<16呔 
Filicum デ VW 四十九屬-1增加シテ居，是レハ新羊齒ノ發見卜硏究ノ精密-一.ナ-ッタ ">— 歸因メ.>ノデアル、頃 
日垔-一故キヲ溫ネテをしだ屬-一 Filix ナル名稱ヲ與フグコトガ至當デアV卜論：ズ少人ガアル：今其說ヲ述ブレベ： 
Fi】ix ハ Dryopteris 屬ノ提唱者 Adanson 氏ハ cylpteris 二對スル林娜氏以後ノ最古ノ名稱デアぐトシ又 Ludwi # 
氏モ同 U ジ.意味-一用4テ居〆然グ -HiLL 氏/ Family Herbal (一75.5 )" 今 

テ之レチ用ヰタ、元來 Family Herbal ハ藥用植物書デアグト同睁_一，純正植物學 /.* 面, j 於，ブ乇'亦權威アグモノ 












( 195 ) 


號八第卷一第誌雜究硏物植 


トシテ其記事ヲ尊重スべキ書デア火而シテ屬トシク v 記戴ハナイケンドモ植物ノ羅丁名-1其何物ナ，カヲ知， 
土必要ナル說明卜或物-ーアッテハ圖解サへ乇加ヘーグアル故其ノ命名ハ權威アルモノト看做サナケレバナラナイ 
該書土 於テハ Male Fern . ヲ ■Filix Mas _ ( Filix^'Fem 即チ羊齒 .Mas ぐ Male 即チ雄ノ 意 )、 Female Fern .ヲ 
Filix Foel ' g . tl.a ( Filix ハ同上、 Foemina ぐ Female . 即チ雌ノ意.)._卜 . シ.テァ. 〆 是レ單 — 植物ヲ羅丁名デ^ン.ダ 
云フノデナクニ名法-ーヨリテ呼ンダモ ./ 卜思ハレ 〆 然ラバ當然 FiliH ガ屬名デアッテ面カモをしだ屬-對ス 〆 
Dryopteris 以前ノモノナ，故須ラク之レヲ採ッテ以テをしだ屬ノ屬名トスべキ：ダト云フノデアル然シ未ダー般 

ニハ用斗ラレテ居ナイ 

〇植物古名考(承前) 

永沿.小.. j 郞 

(四〕つぼすみれ 都保須美禮萬十 今名.すみれ ' .(すみれ科)，. 

是レハトリタテヽ云フ程ノ題デハナイガ前題ノツ V 'キトシヲ玆二揭グダコト、シタ、香川景樹翁/すみれ考-一 
古歌二詠ンダすみれハ今云れんげさぅデア，此花殊-一美シ.クカバカリノ名花ガ歌-一漏 V ンヤウヤァルトノ說ナ 
レドカクテハ今云すみれヲイカ1ー センヤデアグ、サレ V 古ノすみれハ尙今ノすみれニシテれ汔げさぅ-ーハつち 
ばリト云フ古名アリテ之 V -1 フサハシキ歌サヘアレパサノミハウラム 〆 コトヤア 〆 況シーブヤすみれ又つぼすみ 
れノ語原、 v 此花ノ形ノサナガラエ匠ノモタル墨斗二似タレパトテ壺墨入又ハ墨入卜云ヒ出ダセリトノ說アリサ 
モア 〆 ベシ萬葉第十卷一ーハ左ノ數首ノ歌ガアグ 

山吹の眹きたる野邊のつぼすみれ此春雨に盛うな6けり 
茅花拔く淺茅が原のつぼすみれ今盛6なう吾戀らくは 


植物古名考(承前> 










